
取扱説明書

型式

保証書・設置説明書別添付

日立 IH クッキングヒーター
家庭用

HTB－TS6HS

TS6Hシリーズ 2口　  ＋ラジエントヒーター　鉄・ステンレス対応IH

このたびは日立 IH クッキングヒーターをお買い上げいただ
き、まことにありがとうございました。
この取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。
お読みになったあとは、保証書、設置説明書とともに大切に保管
してください。

「安全上のご注意」　　　　　　    をお読みいただき、
正しくお使いください。

P.6～9

HTB－TS6HS
HTB－TS6H

とんかつ

エイチ エイチ エスエスティー ティービー

エイチ エイチエスティー ティービー
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光センサー

上面操作
パネル

グリルドア
受皿
焼網

排気口・排気カバートッププレート
プレートワク

電源スイッチ

前面パネル

ご
使
用
の
前
に

安
全
上
の
ご
注
意

●火災・感電・けが・やけどの原因になります。

使用中（調理中）・使用後は

次の点もご注意ください

●鍋は不安定な状態で使用しない
●鍋の下に紙やシートを敷かない
●あらかじめ加熱した油で「揚げ物」を使わない

●本体前方に物を置かない
●空だきや必要以上に加熱をしない

●火気を近づけない
●排気カバーをふさいだり、排気カバー付近に
　手、顔、鍋の取っ手などを近づけない
●トッププレートの上面操作パネルの上に、
　熱い鍋などを置かない
●トッププレートの上に直接食材を置いて
　調理しない
●使用中は本体から離れない

グリルを使用するときは

使用する方は
医療用ペースメーカーをお使いの方は、
本製品のご使用にあたって医師とよく
相談する
本製品の動作がペースメーカー
に影響を与えることがあります。

調理以外の用途に
使用しない
湯たんぽなど
を加熱しない
でください。

●トッププレートの上で、　　ジャー炊飯器など
　電磁誘導加熱の調理機器を使わない

●片手鍋を使用する場合は、取っ手の位置に
　十分注意する

●揚げ物調理中は、飛び散る油に注意する

グリルを使用中に
●グリル使用中に調理物が
　発煙・発火した場合は、次
　の手順で消火する
●消火するまでグリルドアを
　開けない
（空気が入り、炎が大きくなります）

①電源を切る
②排気カバー全体をぬれたタオル
　でふさぐ
※このときグリルドアの周囲から煙が出ます。
③専用ブレーカーを切る
※グリルドア（強化ガラス）に水をかけない。
　（強化ガラスが割れます）

お手入れは
お手入れは、
電源を切り、
本体が冷えて
から行う

消　火　手　順

油の温度を適正にコントロールできないため、発火す
るおそれがあります。

・鍋底の薄いもの、反っているフライパンや鍋は「中
火」以上で予熱すると赤熱したり変形するおそれ
があります。空だきなど異常に高温になった場合、
トッププレートが変色することがあります。

・ホーロー鍋は、空だきしたり、焦げつかせたりする
と鍋底が過熱され、底面のホーローが溶けて焼き
つき、鍋やトッププレートが破損、損傷する原因に
なります。

取っ手が手や体に不用意に当たった場合、鍋がひっく
り返ってやけどや火災の原因になります。

油の飛び散りを少なくするためには
●油煙が多く出たら電源を切る

●使用中や使用後はグリルドア（強化ガラス）
　に水をかけない

●グリルドアを持って勢いよく引き出したり、
持ち上げながら引き出したり、またグリルドア
に強い力を加えたりぶらさがらない

高温になっているところに水をかけると割れるおそれがあります。

グリルドア、受皿、焼網などが落下して、やけどやけが
をしたり、破損の原因になります。

●グリルドア（強化ガラス）に傷がついた場合は
使わない
強化ガラスは普通のガラスに比べ強度が高く、安全性の
高いガラスですが、小さな傷でも亀裂が進行し、傷を起
点として一瞬で粒状に破損するおそれがあります。
傷がついた場合は、日立の家電品取扱店でお買い求め
ください。

磁力線により本製品が故障する原因になります。
●キャビネット（本体左右・下側）に調味料・食品
　などを置かない
本体からの排熱により、調味料・食品などの変質の原因に
なります。

●排気口に水などをこぼさないよう注意する
キャビネット内に水などが落ちる原因になります。
万一水などをこぼした場合は、本体とキャビネット内を
確認してすぐにふき取ってください。

●プレートワクを鍋底でこすったり、
　プレートワクに熱い鍋を置かない
ステンレスの傷つき・変色の原因になります。

●左・右IHヒーター使用中は磁力（磁力線）が出て
　いるため、磁気に弱いものを近づけない
・ラジオ・テレビ・補聴器など（雑音の原因になります）
・キャッシュカード・磁気テープ・自動改札用定期券など
　（記憶が消える原因になります）

●光センサーに直射日光や照明が当たると誤作動
　することがある
鍋の位置がずれて光センサーに直射日光や照明が当たると、
鍋の温度が正しく検知できない場合や通電を停止する場合
があります。鍋をIHヒーターの中央に置いてください。

●酸の強い食品がついた場合はすぐふきとる
ジャム、レモン汁、梅、お酢を使った食品などを付着した
まま放置すると、トッププレート、プレートワクが変色し
たり、接続部分が劣化し、はがれの原因になります。

●土鍋やガラス鍋、直火用魚焼き器は使わない
　　　　 または　　　　　　付、「IHで使える」と表示
している土鍋やガラス鍋、直火用魚焼き器などでも形状
によっては　  クッキングヒーターが故障したり鍋が割
れたりする場合がありますので使わないでください。

●ビルトインオーブンレンジと組み合わせて使用の
　場合、グリルドアの取っ手の温度に注意する
オーブンレンジの排気でグリルドアの取っ手が熱くなる
場合があります。　  クッキングヒーターを使っていな
くても、オーブンレンジを使うと排気カバー部が熱くな
る場合があります。

●害虫（ゴキブリなど）が製品内に侵入すると故障
　の原因
適切な環境下でご使用ください。

●トッププレートの上に鍋のふたや受皿、バーベキュー
　用やホットプレート用の鉄板などを置かない
ヒーターを通電すると加熱され、火災・故障の原因になり
ます。

切

P.4

P.43

●使用中や使用後は、グリルドア、受皿、焼網、グリ
　ル庫内は高温になっているので、お手入れをする
　ときは十分冷えていることを確認してから行う
●グリル庫内と受皿は、魚などの脂や食品カスがたまら
ないよう使用のつど掃除し、定期的にお手入れをする

●使用中や使用後、庫内クリーニング中はレンジ
　フードファンを使用する

●ホイル焼きやピザなどアルミホイルを使う調理で
　は、ヒーターに触れないように焼網の上にのせる

●受皿が破損した場合は使わない
キャビネット内に水などが落ちる原因になります。

●必要以上に長時間調理しない
発煙・発火するおそれがあります。

●受皿には水以外のもの（アルミホイル・クッキング
シート・オーブンシート・グリル用の石など）を
入れて使用しない

●使用中は本体から離れない

脂が過熱され、発煙・発火するおそれや調理がうまく
できないことがあります。

●魚や肉などを焼網で調理するときは、焼網や
　受皿にアルミホイルなどを敷かない
汚れ防止のためにアルミホイルなどを使用しないでく
ださい。脂が過熱し、発煙・発火するおそれがあります。

続けて使用するときは、グリル庫内と受皿にたまった脂
や食品カスを捨て、汚れをきれいに落としてください。
汚れたまま使用すると発煙・発火のおそれがあります。

ヒーターに触れると発火のおそれがあります。

煙や臭いなどに敏感な小鳥などの小動物は別の部屋に移してください。
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使える鍋の種類・材質・形状

確認が終わったら

続けて使わないときは

使える鍋、使えない鍋の表示

1

2
3

4

準
備

5

ご
使
用
の
前
に

使
え
る
鍋
の
種
類
・
材
質
・
形
状

お手持ちの鍋を確認する
●右IHヒーターで説明しています。（左・右とちらのIHヒーターでも確認できます）

「揚げ物」で使える鍋について

●IHヒーターには、 一般財団法人 製品安全協会の　　　　　　または　　　　　　　　マークの付いた鍋をおすすめします。
　（鍋の説明書をよくお読みになり鍋に適した火力で使用するなど正しく安全にお使いください）

揚げ物は、必ず指定の鍋をお使いください。
●別売の推奨天ぷら鍋  　　　　や　　　   または              
　付の鍋で、次のものを使用してください。

12～26cm

1mm以上

平らなもの
（反りが3mm未満）

●　　　  または  　　   　 付でもフライパン・鋳物鍋は使用できません。

内径 16cm以上

鍋上部の内径鍋底の直径

鍋底の厚さ

鍋底の反り

鍋の材質と形状で、使える 使えない を確認する

を押し、通電を切る

を押し、電源を切る
（ランプが消灯します）

火力表示ランプを見る

を押す

●　　を押してから　　　　　を押しても通電できます。

使える鍋は加熱が始まります。

使えない鍋は火力表示ランプが交互に
点灯します。

●トッププレートの温度が約50℃以下になるまで
「高温注意」表示をします。
●電源を切っても温度が下がるまで
　表示します。

を押し、通電する

確認する鍋に水（約200mL）を
入れ、IHヒーターの中央に置く

電源を入れる（ランプが点灯します）

交互に点灯

●約30秒後にブザーが鳴り、表示が消え、自動的に
通電を停止します。

を「ピッ」と鳴るまで約1秒押し、

■ 使える鍋の材質 ■ 使える鍋の形状
左・右IHヒーター 中央ヒーター材　　質

　鍋底に磁石がつくもの
（磁性／18-0）

　鍋底に磁石がつかないもの
（非磁性／18-8、18-10）

　間に鉄を挟んでいるもの
（鍋底に磁石がつくもの）

　間にアルミを挟んでいるもの
（鍋底に磁石がつかないもの）

ス
テ
ン
レ
ス

多
層
鍋

鉄・鉄鋳物・鉄ホーロー

アルミ・銅

ホーロー鍋は空だきしたり焦げ付かせない
ようにしてください。底面のホーローが溶
けて焼きつき、鍋やトッププレートが破損、
損傷する原因になります。

ガラス・陶磁器（土鍋・セラミック鍋
など）・直火用焼き網

鍋 底 の 厚 さ が
1mmを超えると
火力が弱くなり
ます。

打ち出し鍋は変形
したり、火力が弱
くなったりする場
合があります。

間にはさんでい
る材質で、火力が
変わります。 

　　  または
　　　　付、IHで
使えると表示して
いるものも含む。 

超耐熱ガラスは使
えます。

P.4

火力表示ランプ

鍋底の直径
左・右IHヒーター
　　…12～26cm※
中央ヒーター
　　…12～18cm※

鍋底の形状

直径

鍋底の反り具合は、お手持
ちの定規などを当てて確認
してください。

※鍋底の直径が大きいと、調理
物によっては仕上がりにムラ
ができる場合があります。

※鍋の大きさにより中央に置け
ない場合があります。

※鍋底の形状によっては、使え
ている鍋でも安全機能が正し
く働かなかったり、火力が弱
くなったり、加熱できなかっ
たりすることがあります。

（鍋底が平でトッププレートに密着するもの）
※

※

※

点灯

平らなもの

反りが3mm
以上のもの

丸いもの
外側に反っているもの

脚があるもの
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ヒーターの使いかたのポイント消費電力と安全機能について

●使用中に鍋から「ジー」、「カチカチ」、「キーン」などの音
が出る場合があります。これは、磁力（磁力線）による鍋の
振動や、調光照明、電気暖房機などを使用した時に磁力
が変動して鍋が振動することで発生する音で、異常では
ありません。そのまま
ご使用ください。

　（左右で音が異なる
場合があります）

鍋の加熱が早いので、そばを離れず、こまめに火力調節します

鍋底の厚さや汚れに注意します

同じ鍋でも、左右のIHヒーターによって火力が異なる場合があります

音について

複数のヒーターやグリルを同時に使う場合は、
自動的に火力やメニューを制限します ●鍋底の厚さが薄い（0.8mm以下）鍋は強火でのご使用は

控えてください。（鍋底変形の防止）

鍋は、ヒーター（丸表示）の中央に置きます
左・右IHヒーターは、鍋底が光センサーの上にあることを確認します

●鍋底の水分や汚れ、付着物はふき取ってからご使用くだ
さい。（鍋の移動や蒸気の噴出、トッププレートの汚れ防止）

●鍋が、光センサーの上に置かれていない場合や、
光センサーの上に置かれていても左・右IHヒー
ターの中央から大きくずれている場合は、鍋の
確認ができず、安全のため通電を停止したり、
火力が弱くなることがあります。

底の薄い（0.8mm以下）
鍋でいため物を行うとき
は弱めの火力で行う

水分や汚れ、付着物はふき
取ってから使う

光センサー 鍋

鍋

鍋

光センサー

鍋が、光センサー
の上に置かれて
いない

鍋が、ヒーターの
中央に置かれて
いる

光センサーの上に置
かれていても左・右IH
ヒーターの中央から
大きくずれている

光センサー

●IHヒーターの特性や冷却具合が左右で全く同じにはならないため、同じ鍋でも火力が異なる場合があります。
●メニューを選んで調理したときに、左右で仕上がり時間が異なる場合があります。

●使用中や使用後しばらくは、本体内部の温度上昇を
抑えるために冷却ファンを回します。（最大約10分）
そのため冷却ファンの音と本体から少し風が出ます。
異常ではありません。

●電源を入・切するときや使用中に、「カチャ」と音がす
る場合があります。これは、内部電気部品のスイッチ動
作やヒーターの入・切する音で、異常ではありません。

P.35

揚げ物 左・右IHヒーター 最大1.5kW 煮込み 左IHヒーター  最大500W

相当消費電力

丸焼き 手動 600W相当、900W相当、1.2kWつけ焼き最大1.2kW

中央ヒーター グリル

消費電力の目安（相当とはヒーターの入・切による平均消費電力）

切身・干物

左・右IHヒーター

1.2kW

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
とろ火 弱火 中火 強火

火　力

こまめに火力
調節する

●総消費電力が5.8kWまたは4.8kW（設置時に設定）以内で同時に使えますが、総消費電力を超えないように自動的に火力や
メニューを制限します。（総消費電力の切り替えについては、お買い上げの販売店にご相談ください 　　  　　）　
　・火力が上げられない。（「ピピピッ」と鳴る）
　・キーを押してもスタートできない。
●中央ヒーターとグリルは、同時に使用できません。
●左IHヒーターとグリルの同時使用時、左IHヒーターの最大火力は「7」までです。

他のヒーターの火力を下げるか通電を停止してから再操作してください。

P.46

ヒーター通電後、約45分経過した。（グリル 調理メ
ニュー「手動」は約30分）

こんなときは安全機能が働きます
機　能　名 自動停止・表示内容検　知　内　容

鍋無し自動停止

金属小物検知自動停止

揚げ物鍋反り検知自動停止

切り忘れ防止自動停止

グリル過熱防止自動停止

高 温 注 意 表 示

オートパワーオフ

鍋底の反りや変形が大きい。

グリル庫内の温度が異常に上昇した。

トッププレート（約50℃以上）やグリル庫内（約60℃
以上）が高温になっている。

電源「入」の状態で、約10分（または約5分・約30
分）放置された。

約30秒後にブザーが鳴り自動的に通電を停止
します。（約30秒以内に戻せば通電は継続され
ます）

約30秒後にブザーが鳴り自動的に通電を停止
します。（金属製小物を取り除くか、または鍋を
交換してください）

ブザーが鳴り自動的に通電を停止します。
（鍋を交換してください）

ブザーが鳴り自動的に通電を停止します。

ブザーが鳴り自動的に通電を停止します。
（グリル庫内を冷却してください）

電源を切っても温度が下がるまで表示します。
高温注意表示が消えるまで触らないようにして
ください。

自動的に電源が切れます。（「高温注意」表示は
電源が切れても、温度が下がるまで表示します）

P.34

P.34

P.34

P.37

P.37

P.37

通電中に左・右IHヒーターから鍋をおろしたり、鍋の
位置が大きくずれた。

左・右IHヒーターの上に、ナイフやフォークなどの
金属製小物がある。または直径（12cm未満）の小
さな鍋がある。

過熱防止自動停止 鍋底温度が異常に上昇した。
排気口がふさがれるなどして、本体内部の温度が異常
に上昇した。

火力制御しても鍋底温度が異常に上昇した場合は、
ブザーが鳴り自動的に通電を停止します。（鍋底
の厚み、異物付着、または排気口を確認してくだ
さい）火力が弱い場合や鍋の種類によっては、こ
の機能が働かないことがあります。

対象のヒーターを
右の表示で表して
います

：左IHヒーター
：右IHヒーター

：中央ヒーター
   ：グリル

左

右 グリル

中央

左 右

左 右

左 右 グリル中央

左 右

グリル

左 右 グリル中央

左 右

オートパワーオフの時間の切り替えについては、お買い上げの販売店にご相談ください P.46 

ヒーター（丸表示）

同じ鍋でも、火力が異なる場合があります

キーン

ジー

カチカチ

使
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グリルの使いかたのポイント
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調理中は次の点に注意する

●通電してしばらくの間、前回の調理でヒーターについた脂が加熱されにおいや煙が出ることがあります。
●調理中、材料や材料の脂などが下ヒーターや受皿に落ちると、においや煙が出ることがあります。
●調理中はヒーターがついたり消えたりしますが、温度調節しているためで故障ではありません。
●調理直後にグリルドアを引き出すと、煙が前面から出ます。特に脂分の多い魚などを焼いたあ
とは、30秒程度待ってから引き出してください。
●調理メニュー「手動」は上・下ヒーターの通電を細かく切り替えて両面を焼き上げるため、ヒー
ターが赤くならない場合があります。また、調理メニュー「丸焼き」「切身・干物」「つけ焼き」で
調理するときよりも仕上がりに時間がかかる場合があります。（みりん干しなどの焦げやすい調理
物を調理するため火力を抑えているためです）

●厚みのある魚は、調理メニュー「丸焼き」「切身・干物」「つけ焼き」で調理してください。

お知らせ

●排気口・排気カバーの上にふきんや鍋、アルミ箔などを置い
てふさがない
　（排気口・排気カバーをふさぐと、本体周辺の異常過熱や破損の原
因になります。また、グリルドアから煙が漏れたり周囲や下側に露
がつく場合があります）

●連続してご使用になる場合は
　グリル庫内の温度を下げてから調理する
　（庫内の温度が高いまま調理すると温度センサーが正しく働かず、
早めに調理が終了したり、調理時間が長くなったりします）
　焼網、受皿の汚れをきれいにする
●調理の途中でグリルドアを開けない
　（上手に調理ができません）（カウンタートップを焦がしたり、本体
の上部が異常に過熱され、やけどの原因になります）
●レンジフードファンを使用する
　（調理中、排気口から煙が出ます）
●調理中、グリルドアがくもったり、周りに露が付いたりすること
があるので、周りに付いた露はふきんでふき取る

受皿と焼網は、必ずセットしてから使います
支え部

下ヒーター

フロント
グリル

グリルドア

焼網
受皿にセットしてください。
焼網にサラダ油などを塗っておくと調理物が焼網に付着しにくく、
取り出しやすくなります。

受皿
下ヒーターに直接のせないでください。

カウンタートップ

グリル
庫内

グ
リ
ル
ド
ア

グ
リ
ル
ド
ア

調理の準備をする際は

●受皿には水以外のもの（アルミホイル・クッキングシート・オーブンシート・グリル用の石など）を入れて
使用しない

　（脂が過熱し、発煙・発火するおそれや調理がうまくできないことがあります）

●受皿には水（200mL）を入れる
　（水を入れないと調理がうまくできない場合や通電を停止する場合があります）
●材料は焼網からはみ出したり、間からたれないようにのせる（材料が下ヒーターに触れていないことを確認し
てください。触れていると、焦げたり、においや煙が出たり、発火のおそれがあります）
●ホイル焼きやピザなどアルミホイルを使う調理では、 ヒーターに触れないように焼網の上にのせる
　（ヒーターに触れると発火のおそれがあります）
●アルミホイルにシリコンなどがコーティングされているものは使用しない
　（庫内が高温であるため、コーティング材が溶けるおそれがあります）
●もちはヒーターに触れるので焼かない
　（焼く場合は、フライパンで「弱火」～「中火」で様子を見ながら焼いてください　　　　　 ）
●骨付きももなど厚みのある肉類は、焦げやすく、焼き不足に
なりやすいので焼かない
　（肉類を調理する場合は、フライパンで「弱火」～「中火」で様子を
見ながら調理してください）
●閉じるときは、グリルドアがフロントグリルに密着するまで押し込む
　（グリルドア周辺から煙や水蒸気など熱気が漏れ、グリルドアと
その周辺が変色する場合があります）

P.41

フロントグリル

●魚や肉などを焼網で調理するときは、焼網や受皿にアルミホイルなどを敷かない
　（汚れ防止のためにアルミホイルなどを使用しないでください。脂が過熱し、発煙・発火するおそれがあります）

調理後は

●グリル庫内と焼網、受皿は使うたびにお手入れをする
　また、グリル庫内やヒーターに付着した食品カスは、次の調理
前に取り除く
（汚れたまま使用すると発煙・発火のおそれがあります　　　　　）
●グリル庫内は、熱により変色しますが、性能に問題ありません
●グリルドアの取っ手の下側が熱くなるので注意する
　（長時間グリルを使用すると、取っ手が熱くなる場合があります）
●グリルドアは、取っ手の中央部を持ってゆっくりと開閉する
　（調理物が焼網から落ちる場合があります）

P.33

P.9
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お困りのときは（つづき）

表示とお知らせ内容 原　因

表示を消したいときは
、 、 、 、 、 、 の表示が出たときは左IHヒーターの　　　を押す。

、 、 、 、 、 、 の表示が出たときは右IHヒーターの　　　を押す。

、  の表示が出たときはグリルの　　　を押す。

修理を依頼される前に次の点を
もう一度お調べください。

結
露
に
つ
い
て

グ
リ
ル
に
つ
い
て

グリルで調理中、グ
リル庫内で瞬間的に
炎ができたり、排気
口から煙が出る

●魚の脂などがヒーターの上に直接落ちると、瞬間的に炎や煙が出ることがあ
ります。異常ではありません。

●調理を始めてしばらくの間、前回の調理でヒーターについた脂が加熱されて、
においや煙が出ることがあります。異常ではありません。

●魚の脂などが受皿に落ちると、瞬間的に煙が出ることがあります。異常では
ありません。

●調理時に排気口から出る水蒸気などが壁面につき水滴になることがあります
ので、ふきんなどでふき取ってください。

グリルの排気口から
出た水蒸気が壁面に
結露することがある

●蒸気を吸い込むと結露することがありますが、しばらくすると元に戻ります。光センサーが結露す
ることがある

●グリル庫内は、熱により変色しますが、性能に問題はありません。グリル庫内が変色した

ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ト

に
つ
い
て

●中央ヒーターの絶縁材に含まれた湿気が通電により蒸発し、トッププレート
内側に結露した状態が透けて色が変わって見える場合があります。異常では
ありません。
　・通電を続ければ、結露した水分も蒸発します。

●中央ヒ－ターを使用すると、ガラスの特性により、わずかに黄色っぽく見え
る場合があります。異常ではありません。
　・温度が下がれば、元に戻ります。

トッププレート（中央
ヒーター部）の色が
変わる

現　象 原　因

上面操作パネルに次の表示が出たとき

●受皿に水が入っていません。
●連続して魚などを焼いた場合。グリル使用時、　　 のランプが点滅

する

●受皿に水を入れてください。
●一度通電を切り、グリル庫内の
温度を下げてから、次の調理物を
入れてください。

●鍋の種類が違っています。 ●鍋の種類を確認してください。
　

●排気カバーにほこりがたまっています。
●排気カバーがふさがれています。

●ほこりをふきとってください。
　
●ふさがないでください。

●空だきになっています。
●いため物の調理を行うと表示する
場合があります。

●鍋が高温（油が高温）になっていま
す。（鍋が反っています）

左・右IHヒーター使用時、　　 の
ランプが点滅する

●鍋に調理物を入れてください。
●火力を下げてご使用ください。
●鍋の反りを確認してください。

●鍋の底に約3mm以上の反りがあっ
たり変形しています。

●鍋の底やトッププレートに異物や汚れ
が付着しています。

「揚げ物」を使用時、　　 のランプが
点滅する

●反りや変形がある場合は新しい
鍋をご購入ください。

●異物や汚れの場合はお手入れを
してご使用ください。

表示とお知らせ内容 原　因 直しかた

下記の表示が出たときは故障ではあり
ません。「直しかた」を確認し、表示を
消してから再度操作を行ってください。

お知らせ表示のしかた（　　　3桁の場合）

「
揚
げ
物
」に
つ
い
て

●指定の鍋を使用していますか。

●800gを超える量の油を入れていませんか。

●熱い油・汚れた油を使っていませんか。
●鍋底が反っていたり、変形した鍋を使用していませんか。
（鍋を交換する 　　　　 ）（鍋底の反りは3mm未満のものをご使用ください）

●鍋底やトッププレートに異物や汚れが付着していませんか。
（お手入れをする 　　　　　　 ）

●予熱中に油を注ぎ足していませんか。（「揚げ物」の設定をし直す 　　　　 ）

●市販の汚れ防止シート（電磁調理器カバー）を使用していませんか。
（使用しないでください　 　　　   ）

●調理後は、本体内部が高温のため鍋の温度が正しく検知できない場合があります。
　十分に本体の温度を下げてからご使用ください。

P.10

P.17

P.6、7

P.10

P.30、31

予熱時間が長い
油温がずれる
通電が停止する

油煙が出る
●油の種類によって、油煙が出る温度が異なります。（油の説明書を確認して
ください）

●再使用油は油煙が出やすくなります。

そ
の
他

IHヒーターの調理
メニュー動作中に鍋
を外しても表示部に
鍋確認表示が表示さ
れない場合がある

●IHヒーターの調理メニューは火力を自動的に調節します。火力が0（ゼロ）W
になっているときに鍋を外しても鍋確認表示　　　 　を表示しません。調
理を途中でやめる場合は、上面操作パネル部の「切／スタート」キーを押して
通電を切ってください。

●部品の故障が生じた場合。などのH＊＊表示

●電源電圧が異常に高い場合や低い場合。

「直しかた」に従って再度操作しても同じ表示が出たり、上記以外の表示や下記の表示が出たときは
故障の可能性があります。お買い上げの販売店または｢ご相談窓口｣　     　　 にご連絡ください。P.47

●お買い上げの販売店または
　｢ご相談窓口｣　 　　　　に
　ご連絡ください。

P.47
が表示

交互に表示

左・右IHヒーター使用時、　　 の
ランプが点滅する

左・右IHヒーター使用時、　　 の
ランプが点滅する

左・右IHヒーター使用時、　　 の
ランプが点滅する

P.34

●鍋が光センサーの上に置かれていません。
●光センサーの上に置かれていても、
左・右IHヒーターの中央から大きく
ずれています。

●鍋底に反りがあったり、変形しています。
●市販の汚れ防止シートを使用しています。
●「揚げ物」メニューで煮込み調理をし
ていませんか。

●鍋を左・右IHヒーターの中央に置
いてください。
●鍋底に反りや変形がある場合は、
鍋を交換してください。

●市販の汚れ防止シートは使用しな
いでください。

●「煮込み」メニューを選んで調理を
してください。 P.18

P.10

P.30

P.10
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●電源スイッチを入れてもヒーターが作動
　しないときがある。
●焦げ臭いにおいがしたり、運転中に異常
　な音がする。
●トッププレートにひび割れがある。
●ビリビリと電気を感じる。
●その他の異常や故障がある。

★長年ご使用の　　クッキングヒーターの点検をIH ●　  クッキングヒーターの補修用性能部品の
　保有期間は、製造打ち切り後6年です。
IH

日
立
 IH
 ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
取
扱
説
明
書
　
TS
6
H
シ
リ
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ズ

ご使用の際、
このようなこ
とはありませ
んか

C6（S）
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